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ダムや橋梁、道路、ビルなどのインフラストラクチャーの老朽化は、国内だけでなく世界的な問題となっており、

今後見込まれるインフラメンテナンスの費用削減は、インフラストラクチャ―の劣化をいかに早期診断できるかに

依存しています。インフラストラクチャーの状態監視を行うモニタリングシステムでは、微小振動を伴う異常波形

や固有振動数の変化を検知可能な安価でMEMSタイプの低ノイズ高感度加速度センサに対して、劣悪な環境条件下

において約10年のメンテナンスフリーが求められています。そのため、加速度センサの周波数応答の温湿度依存性

評価装置を構築し、インフラモニタリング用加速度センサの長期耐久性評価手法を開発しています。

● アナログ・デジタル出力型加速度センサを評価可能な低周波振動測定装置

● 3軸振動加振器で加速度センサの水平・鉛直における周波数応答の温湿度依存性を開発中

● インフラモニタリング用加速度センサの長期耐久性評価手法を開発中
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インフラモニタリング用振動センサ
の温湿度環境評価装置の開発

⚫ 低ノイズ高感度加速度センサの耐環境長期評価

⚫ Meas. Sci. Technol. 34, 095003 (2023)
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概観：加速度センサの周波数応答の温湿度依存性評価装置

低周波数領域で3軸振動が発生可能な振動加振器

と温湿度が制御可能な恒温槽を組み合わせます。

本研究では、0.1 Hzから100 Hzの周波数範囲にお

いて、アナログ・デジタル出力型高感度加速度セ

ンサの低周波数応答の環境依存性を水平方向およ

び鉛直方向で高精度に評価することを目指します。

高温環境下にある
インフラモニタリング用加速度センサ

デジタル出力型加速度センサ

仕様 数値

周波数 0.1 Hz ～ 100 Hz

ストローク
(peak to peak)

水平 400 mm
鉛直 100 mm

耐荷重 1000 kg

温度範囲 -30 ℃ ～ 80 ℃

相対湿度範（20 ℃） 50 %RH ～ 95 %RH

評価対象

恒温槽内
三軸振動加振器

仕様：加速度センサの周波数応答の温湿度依存性評価装置
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